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スを 求 められるケースが 大 多 数 となった（参
考：石 川 , 20１2）。アドバイザーの 形 態 は、各
学校等によって専任のアドバイザーが常駐して
いたり、語学科目担当教員が分担してアドバイ
ジングを 担っていたりと 様々な 形 があるが



















達成のために主に １ 対 １ で支援をし、学習者の
オートノミー（自律性）を育てることを目的と



























































































ル（help-seeking skills）を 持 ち 合 わせ、教 員
やクラスメート、利用可能な学内のサービス資
源 を 上 手 く 活 用 することができるという




























たのは 9 名で、平均１4.3回の利用だった。 2 年































で 利 用 したのが１0.3%（５５名）だった。さらに
表 1 　リピーターの内訳（人数）
















1年間のみ 49 51 56 43 50 58
2 年間 25 15 19 54 40 NA
3 年間 14 11 10 20 NA NA
4 年以上 4 9 7 NA NA NA


















































高いため、必須条件である高い TOEFL iBT ス
コアを取得することを目標としていた。第 １ 期















表 2 　セッションにおける学生の変化：ケース 1



















　ケース 3 の利用者は TOEFL iBT の学習方
法を相談しに英語学習室に来た学生である。











うやって」「どのくらい」行 えば 良 いか、詳 細
なアドバイスを求める傾向にあった。





修 へ 参 加 することを 目 指 し、選 考 に 必 要 な
TOEFL ITP の学習方法を相談するために英語
学 習 相 談 室 を 訪 れた。第 １ 期（セッション

























　第 4 期（セッション 8 ‒20）では、教 員 採 用
試験が目前となり、再びアドバイスを求めて頻








表 3 　セッションにおける学生の変化：ケース 2






















ション １ ‒ 2 ）では学生は自身の英語力を考慮

































　第 3 期（セッション 8 ‒１0）では学習内容を
















表 4 　セッションにおける学生の変化：ケース 3

















表 ５ 　セッションにおける学生の変化：ケース 4

































からハードルの低い TOEFL ITP の学習を始
めるものの、第 2 期でより難しい TOEFL iBT
























結果についてはケース １ と 3 、ケース 2 と 4 と
で大きく分かれることになった。




１ では、第 3 期に入ってから時間をかけて自身
の長期目標のあり方を見直し、第 4 期に入り、
より実現可能な目標への切り替えをした。ケー





る TOEFL ITP に学習内容を切り替えた。両





























































　ケース １ と 3 では、常にアドバイザーに詳細
なアドバイスを求めるのではなく、最終的に自
















うに、アドバイザーは 手 助 けをすることであ
る：（a）より限られた範囲で実現可能な目標を





徴は、すべてケース １ と 3 が最終的にできるよ
うになった点であり、アドバイザーはこれらの
点を学習者に伸ばしていけるような面談を心掛
けたい。 また、McLoughlin（20１2） は、 語 学
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